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鹿児島市立黒神小学校黒神小学校グランドデザイン

〇　心豊かな子　　〇自ら学ぶ子　　〇　たくましい子

学校教育目標

心豊かで，自ら学び，たくましく生きる力をもった
　「ひとみかがやく」黒神の子を育てる

校訓

４　家庭と連携したすくすく週間

２　体力づくりの生活化

３　確実な疾病治療
　・新しい生活様式の徹底

　・一輪車，ランニング，縄跳び
　・サーキットトレーニング４　夢・目標実現へのチャレンジ

子どもが喜んで登校し，いきいきと学び，満足して下校する学校（生きがいをもって登校する学校）

心豊かな子 確かな学力 たくましい子
１　あいさつプラスワン １　基礎学力の向上 １　基本的生活習慣の確立

　る教師

　いる学校 〇児童・保護者・地域から信頼

　・地域コミュニティや各種団体との情 　　の実施

　  報交換の促進

非認知能力向上プロジェクト令和６～８年度（２年目）
　共に学び，ともに伸びる，互いを認め合う
自ら課題を設定し，主体的に追求できる

自らの学びを調整できる

２　非認知能力を向上させる授業

　・読書活動による読解力の育成

　・家庭学習の充実

　・基礎基本の焦点化と確実な定着

５　道徳教育の充実

　  極的な活用 　  共通理解した上での取組の実施

　・地域にある文化財の積極的な活用 　・積極的な研修と徹底した教材研究

  　極的な参加 　・ホームページの定期的な更新 　・職員による事故，違反０件

　・地域人材・素材バンクの見直しと積 　・新聞等各種メディアの効果的活用 　・学校運営協議会と学校運営課題を

１　学校，家庭，地域との連携強化 ２　学校教育活動の積極的な情報発信 ３ 不祥事根絶による信頼される学校

　・学校職員のPTA，地域行事への積 　・学校だより，各種便りの定期発行 　 づくり

　・行事等合同実施

　・乗り入れ授業（中学校）の実施

　・授業指導法の相互参観，改善

⇔
　・ガイド学習（自主学習）の定着

⇔
　・避難訓練，集団下校

４　小小，小中連携の推進 　・家庭，地域，関係機関との連携

　・小小，小中交流学習の推進

８　認める場，ほめる場の設定 ３　複式少人数学習の定着 ６　安全教育の徹底とKYTの充実

９　自他の生命，人権の尊重 　・ICT機器の積極的な活用 　・危険予知トレーニング

　・はっきりとした声で 　・わかる授業の実践 　・早寝，早起き，朝ごはん

７　近隣の小・中学校との連携 　・考え方と態度を振り返る場の設定 ５　「チャレンジかごしま」への挑戦

６　体験活動の充実
　・椿油・桜島大根・文化財清掃

２　黒神の子約束１０か条
３　読書目標１００冊以上

　・互いの思いや考えを交流させ，

　　違いやよさを認め合う場の設定

　される教師

〇自ら学び伸びゆく子ども

⇔
〇環境が整備され，気持ちよい

⇔
　あふれる教師

〇ねばり強くたくましい子ども 　生活を送ることができる学校 〇常に研鑽に努め，実践力のあ

〇学校・家庭・地域が連携して

めざす子ども像 めざす学校像 めざす教師像
〇心豊かな優しい子ども 〇いきいきとした活力ある学校 〇優しさと厳しさを備え，愛情

ひとみかがやく黒神の子

キャッチフレーズ

国（日本国憲法）
県の施策，方針
鹿児島市教育振興計画

そのために

保護者，地域に開かれ信頼される学校にするために

業務改善の推進を図る
業務の効率化

会議の精選

ICT機器の活用
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信頼される学校づくり推進委員会（職員一人一人が襟を正す）
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一校一改革 あいさつプラスワン・地域素材を活用し郷土に誇りをもたせる

人権教育の精神を基礎とした教育活動を図る

文化財の活用等

高免・黒神地域学校運営協議会


